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ジネット・ヌヴー

ー伝説のヴァイオリニストー

＂ジネッ ト・ ヌヴー、それは音になった炎、仄暗くも1-,'

白く白熱する炎だった。そして今、コク トーの語るよ

うに、 その銀後の眼は光となってわれわれ を天上から

見降ろしている＂

50年前の 1949年 10月29日、 今世紀の最も優

れたヴァイオリニストのひとりである ジネッ ト・

ヌヴーは 30歳で飛行機事故により、世を去った。

この日を追悼して TAHRAレーベルは、高い芸術

的価値のある未発表の録音を収めた CDのリリー

スを企画した。その実現にあたっては、ヌヴーの

姉であるバレ夫人の協力をいただいた。心より惑

謝の意を表したい。また、夭折の芸術家の生の声

を伝えてくれる柑重なインタビュー 2件を掲載し

た。

ヴァーシャ ・プルジーホダ、ギラ ・プスタポ、ユー

デイ ・メニューイン、オシー・レナルディ、ゲル

ハル ト・ タシュナーらと共に、ジネッ ト・ ヌヴー

は20世紀の天才児の中にIiり述いなく数えられるだ

ろう。彼女は 1919年8月II日、パリに 5人兄弟

の末っ子として生まれた。著名な作1111家兼オルガ

ニス ト、 シャルル＝マリー ・ヴィ ドールは彼女の

大伯父にあたる。ヴァイオリニストであった母は

ヌヴーの最初のヴァイオリン教師であった。レオ

ポール ・ペラン国際コンクールの蚊優秀‘且 (1929

年6月）、パリ・コンセルヴァ トワールで ］等代 (1931

年）を受伐した。天才少女は、ラヴェルの〈ツイガー

ヌ〉の演奏によって稲査貝たちにそのオ能を認め

られた。

-
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ヌヴーは リヌ・タリュエル、ジュール・プーシュ が許さなかった）。 1947年」0月24、25日には、ポ

リにヴァイオ リンを習い、後にカール・フレッシュ ス トンでアメリカでのデピューを呆た し、ミ ュン

に師事 (1931・35)、その教えは彼女に大 きな彩神 シュ指jlf(のニューヨ ーク・ フィルハーモニック交

を与えた。7歳の時にコンセール・コロンヌと共 押楽団 0947年II月13、14Fl)、セルゲイ・クーセヴィ

演したプル ッフのヴァ イオリン協奏1111第 1番によ ツキー指揮のポス トン交押楽団 (1947年12Jl 23日）

り音楽界にデピュー、 15歳でワルシャワのヴィエ などのもとで公演を行った。アメリカの新llfl、特

ニャフスキ国際ヴァイオリン ・コンク ールのグラ にニューヨーカー達は称校を惜しまなかった。

ンプリを獲得、その 180名の候補者の中には、か

のダヴィッド・オイス トラフもいた。そして 1930 「ヘラルドトリビューンJ「プラームスはジネッ
年代末、ペルリンで彼女は初めてのレコーディン ト・ヌヴーの崩になったに述いないと私は確信 し

グを行った。1935年 ll月6日にオイゲン ・ヨ ッ ている」 （ヴァージル ・ト ンプソン）

フム指揮のペル リン・フィルハーモニー管弦楽団、 「ニューヨーク ・サ ン」「彼女はまちがいなく、

1936年10月30日にはフランクフルトでウィレム・ J徳衆を魅了する確実な リズムと同時に理にかなっ

メンゲルベルクと共演した。 た熱梢をも自らの音楽の中に吹き込むことができ

大戦中はシャルル・ミュンシュ指抑のパ リ音 る、一流のヴァイオリニストである」（アーヴィング・

楽院管弦楽団と度々共浙。1943年6月23日には、 コロデイン）

パリでヘルマン ・アーベン トロー トの指揮でペー 「ワ＿ルド・テレグラム」「音楽の知性と詩情と

トー ヴェンのヴァイオ リン協奏曲を演奏した。戦 エネルギー、強烈な個性と感性から創られたパリ

後、ヘルマン ・シェルヘンはヌヴーをヴィンター ジェンヌ。舞台の上で、馬愛と長身が印象的な少

トゥールに招き、プラームスのヴァイオリン協奏 女は、威厳のあるステージマナーで聴衆を魅了し

鼎の公浙を行い (1945年II月28日）、カラヤン指 た」（ロパート ・ペイガー）

揮ウ ィーン交響楽団とも演奏 した (I糾6年5月18、 「ザ・タイムスJ「彼女は、 気高いまでに均衡の
19日と 1948年4月17、18B)。1946年8月には、ア とれた音楽的滸想と感受性によって裏うちされた

ピーロードのスタジオでプラームスのヴァイオリ カ強さと梢熱をも って演奏した。その激 しくほと

ン協奏1111をイサイ・ドプローウ ェン指揮で録音し ばしるような演奏は、楽器の持つ力の限界を試し

た（彼女は前年の 1945年II月に、ワルター ・ジュスキ ているかのようだ。彼女は指先まで音楽家であ

ント指抑のフィルハーモニー交閉I楽団とともに、シペリ り、その演奏は真禁さと弛い個性が凝縮されてい

ウスの協奏1111全1111の索111/らしい演奏をたった一13で録音 ると 同時に、気高いまでの節度を保っている。そ

している。ペー トーヴェンとチャイコフスキーの協奏1111 の精神の淀みのなさは、音楽をさらにドラマティッ

の収録計画があったが、残念ながらそれは残された時llll クな時11¥Jへと祁く 。そこでは美しく透明度の高い
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精細な音色だけではなく、荒削りの弦さばきや心 ラームスのヴァイオリン協奏1111を演奏した (tr,い

臓の鼓動をかき乱すようなオクターヴ奏法のパッ 技術力の録音がその忘れがたい夜の息い出を記鉗してく

セー ジも、思いのままに採られる。このような刺 れている）。迎命の年である 1949年は、 シカゴでの

激(1りなプラームスのヴァ イオリン協奏曲をこの街 オーマンディが指揮する 3つのコンサートから始

で聴いたのは、何シーズンぶりだろうか。若さが まった。6月3日にミュンヘンに戻っ たヌヴーは、

みなぎる情熱と巨匠の威厳と抑制とがともに寄り パリ音楽院管弦楽団と共演、同 19日にはス トラス

添うような演奏を」 （オリン ・ドーンズ） プール音楽祭に出演した。9月2日、サラ ・ペル

ナール劇場で兄のジャンとともにリサイタルを開

1948年5月38、ハンプルクでヌヴーはハンス・ き、 I司25日、パーデン・パーデンでハンス ・ロ

シュミット＝イッセルシュテット指揮のもとでプ スバウトとともにペー トーヴェンのヴァイオ リン

'""""""・--・ —ー，'.. 協奏11!1を披館した。JO月12EI
から 15日まではシペリウスの

ヴァイオリン協奏1111をジョン・

パルビローリ指揮のハレn弦
楽団と共浙した。その時の評

論には「彼女は豹のような猛々

しさでi貨奏した」と,!fかれて

いる。10月20日にパリで、彼

女の最後となるリサイタルが、

いつもどおり兄ジャンと共に

開かれた。バン フレ ットには

このように杏かれている。「ジ

ネット・ヌヴーのデビュー は、

かつての天才児たちの中でも

燦然と輝くものであり、今

H、われわれフランス音楽界

での第 1人者のひとりに数え

られるのは明らかである。ま

た、パリでの数々の成功と近

兄のジャン＝ボール ・ヌヴーとともに 年の海外での活躍は、彼女の
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さらにI/')きのかかりつつある風格と同時に兄ジャ ルル ・ミュンシュ氏の指揮でバリ音楽院ti'弦楽団

ン・ヌヴーのビアニストとしての才能をも証明し と演奏する予定です。

ている。彼女が 1946年3月に行ったリサイタルを a: あなたのようなソリス トとミュンシュ氏のよ
忘れる者はいないだろう。そして今回の リサイタ うな指拙者の共演とは、まさにアメ リカ人がよく

ルで演奏された、魅惑的であると同時に強烈なプ 言う「センセーショナルな出来事」です。アメリ

ラームスのソナタは、さらに新しい栄光をそこに 力ではすでに共演したことがあるのですよね？

加えるものである。そして特に注目すべきことは、 G: そうです。何度かニューヨーク・フィルハー

パッハの 〈シャコンヌ〉で彼女が見せた比類ない モニックと共柑（しましたが、すべてシャルル・ミュ

激梢と威厳である」。そして 10月29日、アメリカ ンシュ氏の指揮でしたから。

でのツァーに向けてふたりはオルリー空泄を飛ぴ a: あなたが私たちから遠く離れているIIIJに、あ
立った。数時lill後、飛行機はアゾレス祁島の山に なたは非‘常に腺味ある音楽的経験をされたことと

激突した。ポクサーのマルセル・セルダンもその 息います。私たちがここでおllflきしたいことのひ

便の乗客のひとりであった。 とつは、国の述いによる聴衆の好みの述いについ

流星のごとく瞬くJillに花llflき、その栄光を約束 てです。私の息い迩いでなければ、アメリカ人の

されていた彼女のキャリアはこの悲）削的な事故に 演奏は一般的に酋ってヨーロッパよりもテンポが

より早すぎる終わりを迎えた。わずか30歳のこと 迷いのではないですか。

であった。11月6日、パルピロー リの指揮するハ G: 2回のアメリカ演奏旅行でフィラデルフィア、

レ管弦楽団は、ヴェルデイの 〈レクイエム〉を彼 ニューヨーク、ポストン、クリーヴランド、ピッ

女のために棒げた。聴衆はあえて拍手を控えたと ッパーグ、ミネアボリス、 他にも様々な都市に行

いう。 きましたが、アメリカについての私の印象は次の

ように言えると息います。アメリカの聴衆は、以

In re r v i e w 1 (I 949. 3. 5) 前にも妍して、演奏家の個性や、 作品の解釈や演

奏法に注目するようになってきています。けれど、

a: ヌヴーさん、あなたがここ数力月で、アメ リ 私の個人的な経験では、どこの国の聴衆も皆、 美
力や諸外国での演奏旅行で蔀々しい凱旋を成し遂 しいものに対して熱く反応するものです。

げたことは周知の事実です。またあなたが近々シャ a: 作,11,家について少し伺いましょう。世界巾を
ルル・ミュンシュと共演することも知られていま まわられて、新しい作1111家や、レパートリ ーに加

すが、あなた自身の口から詳しい説明をllflかせて えたいような作品との出会いはありましたか？

いただけますか? G : 1ii/回のアメリカツァーではアメリカの作1111家

G: もちろん、喜んで。確かに、私は 6月3日にシャ の作品をi演奏する機会はありませんでした。けれ
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どアメリカの作曲家についてはいろいろと話をllfl たのヴァイオリ ンの音を聴いたことがありません。

きましたし、その中のひとりの私が葬敬する、サ G: 確かに、これが私の初めてのエデインパラ1吾I

ミュエル・パーパー氏に会うことができました。 際フェステイヴァルです。イギリスやスコッ トラ

私はフランスや諸外国の近代や現代の作品を多く ンドでは何度も演奏しましたが、このフ ェスティ

演奏しますが、そのI・トでもラヴェル、ドピュッシー、 ヴァルには参加したことがありませんでした。昨

ポーラン ドの作曲家カロル・シマノフスキ、チェ 年、参加依頼を打診されましたが、あいにく、私

コのヨセフ・スクの名を学げておきましょう。 はその頃オーストラリアにいたのです。

o: ヨセフ ・スクの名前が出ましたが、彼につい 〇：確かにそれは少しばかり辿いですね。あなた

て少しお話していただけませんか？ はパリ音楽院符弦楽団と共iiiiされたほかにも、お

G: もちろん、喜んで！ ご存知のとおり、ヨセフ・ 兄様のジャン・ヌヴー氏とともに索Iii'/らしいソナ

スクは 1874年、クレチョヴィーチェに生まれたド タのリサイタルをI!版lかれています。

ヴォルザークの教え子でした。その上、彼は ドヴォ G: はい、そのとおりです。

ルザークの娘と結婚しています。その作品にはm!i O: そしてフランクのヴァイオ リン・ソナタをi貨

の影押が色泊く反映されています。 奏されました。

o: それではヨセフ ・スクの作品を聴かせていた G: そうです。セザール・フランクの〈ピアノとヴァ
だけるようあなたにお刷いするよいタイミングで イオ リンのためのソナタ〉イ長濶と、ドピュッシー

すね。われわれの聴衆を喜ばせていただけますか？ やフォーレのヴァイオリン・ソナタも演奏しました。

G: もちろんです。兄ジャン・ヌヴーと私とで、 0: Ii屯衆のその3作品への反応は素晴らしいもの

ョセフ・スクの 〈ヴァイオリンとピアノのための でした。次はジャン・ヌヴーさんに伺います。妹

4つの小品〉の中の最後の1111、〈ピュルレスク〉を さんとの共浙はずっと昔からだったのでしょうか。

お聴かせしましょう。 それとも最近からですか。

J: じつは、もう何年も前からふたりで演奏して

In re rv i e w2 (1949. 9. JOJ います。戦争中は外匡lへの演奏旅行ができなかっ
たため、室内楽を中心に演奏活動をしていたこと

o: それでは、今匝l、このエディンパラ国際フェ がき っかけです。イヴ・ナ ットと共演する特別な

ステイヴァルヘの参カIIで熱い典布を巻き起こして コンサートで、私たちがフランクのソナタを演奏

いるジネッ ト・ ヌヴーさんにお話を伺います。あ することができたということも言っておかなくて

なたがこのエディンパラで演奏されるのは初めて はなりません。彼は、 言うまでもなく、ウジェー

ですね。あなたはイギリスでとても人気があり労 ヌ・イザイのヴァイオリンとともに、フランクの

名でもあるのに、エデインパラの人HUはまだあな ソナタのイ，・1t大な解釈者です。戦争が終わるとすぐ

6 

に、私は姉に伴って海外の演奏旅行に行くように G: 私はもちろん、 一般的にいえば、音楽のすべ

なりました。室内楽、ソロ・リサイ タルに限らず、 ての嬰索、すべてのメロディの基盤をなしている

それは途切れることなく 4年1111続いています。 クラシ ック音楽が好きです。けれど、フランスや

o: ジネッ トさんに伺います。シベ リウスのヴァ その他の国の現代音楽や近代音楽にも非‘常に飩味
イオリン協奏JIilを選んだのはなぜでしょうか？ を持っています。

G: フェステイヴァルの主1/i,者側からこの曲をilii O: ヴァイオリニストとしてのあなたをiil'i足させ

奏してほしいとの依頼があったのです。この作品 るような現代の協奏11!1はありますか？

はイギリスやスコ ットランド、 そしてスカンジナ G: 特に強い印象を受けて、私を魅了したのはア

ピア諸国やアメリカでもとてもよ く知られている ルチュール・オネゲルの新しいソナタと、有名な

1111ですから。私自身もこの11!1を演奏することは大 ウィ リアム ・ウォルトンの素Iii'/らしい協奏1111です。

きな喜ぴでした。私は、イギリスでこの1111をレコー o: あなたはパ リではあまり ilii奏さ れませんが、
ディングをしたのですが、その都腹演奏する喜ぴ 何故でしょうか？

と、また、新しい自分の演奏を発見すると いう喜 G: 私は次々とアメリカや外国から招かれたため

ぴもありました。 に、 2年の間、 パリでilii奏する ことができません

o: この作品はヴァイオリンのために柑かれた索 でした。けれど、 昨年春には、アメリカから船っ
晴らしい作品ですし、ヴァイオリニストにと って てきた時に、シャルル・ミ ュンシュ指揮でパリ音

はその演奏は非常に魅力的なものでしょうね。 楽院管弦楽団と共演することができました。ごく

G: そうです。まさにヴァイオリンのために創ら 最近には、兄とフランスのソナタを集めた演奏会

れた美しい作品です。同時に、オーケストレーシ ョ を開きました。また、今度アメリカに発つ前の JO

ンの部分も世界中で聴かれるにイ直するものだと思 月20日、サル ・プレイ エルで1回だけリサイ タル

います。 を1mく予定です。
o: あなたが演奏すると、われわれは作1111家にど o: すぐに日程をメモしておきます。それでは、
れほどのものを貨っているのかわからなくなるほ またお兄様と一緒のリサイタルですね？

どです。つまり、あなたの炎のような演奏を聴< G: そうです。演奏予定の1!11は、ヘンデル、バッハ、

と、作曲家と演奏家の様目がわからなくなるので プラームス、シマノフスキ、そしてラヴェルです。

す。もし私がヴァイオリン協奏1111を作ったとした o: ラヴェルはソナタですか？ それともツイガー
ら、もちろんたいした作品にはな らないでしょう ヌですか？

が、あなたにぜひ演奏していただきたい。ところで、 G: ツイガーヌになると息います。

あなたの好きなヴァイオ リン1111は何かと訊ねた< o: あなたが演奏されるツィガーヌをぜひ聴きた
なってきました。 いものです。他にはどのような予定がありますか？
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G: 10月末に、私と兄はアメ リカに 4カ月UHの予

定で濡在します。その後、ヨーロッパに戻り、来

年の夏までヨーロッバ中で演奏します。それから

南アフリカヘ行きます。

o: 素111'/らしい。楽しみです。ありがとうござい
ました。

（フランス語翻訳 ：五島美穂）

profile 河原融

1919年8月II日、バリの音楽一家に産まれたジネッ

ト・ヌヴーは、ヴァイオリンの教師をしていた紺親

の下で幼くしてヴァイオリンを手にし、早くも 7i!f. 

の時にはサル・ガヴォーでプル ッフのコンチェルト

を弾いて公式のデビューを飾ったという。そして 10

故にしてジョルジュ・エネスコにしばらく教えを受

けた後、 30年にはパリ音楽院に入学して、ジャック ，

ティポーの盟友であり、ヘンリク ・シェ リング、 ドゥ

ヴィ・エルリ、ジャニーヌ ・アンドラード、 ミシェル・

オークレール、ローラ ・ポベスコ、ミシェル・シュヴァ

ルペ、クリスティアン ・フェラスといった数多の逸

材を有てた名教授ジュール・プーシュリのクラスで

学ぷことを許される。しかもそこでは、87年前のヴィ

ェニャフスキの前例同様にわずか8ヶ月という短期

間でその課程を終了して周囲を鵞かせた。またパリ

音楽院在学中にはナデイア ・プーランジェにも就い

て学ぴ、作1111にも手を染めている。31年、ウィーン

でllflかれた国際コンクールに出楊するも、この時は

第4位に終わった。しかしその機会にカール・フレッ

シュの目にとま ったヌヴーは翌年そのl"I下に加えら

れてペルリンヘ留学。以後4年I/iiこの名教授の下で

一附の研鑽を重ねることになる。そして35年、フレッ

シュの態池で、生涎 100年を記念してllflかれたヴィ

ェニャフスキ・コンクールに出場。今度は圧慨的な

評価を得て第 1位となる （因に、第3位もヌヴーと同
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じプーシュ リl"I下のアンリ ・テミアンカ）。この際に彼

女に次いで第2位甘んじたのは、誰あろう 20世紀を

代表するヴァイオリニストとして大成することにな

るダヴィッド ・オイストラフだったが、彼も妻宛の

手紙でこの粘朱への納得をl11き送っているほどの勝

利であった。そしてヌヴーはこの大きな成果を足場

にI吾l際的なキャリアを歩み始めることになる。ヌヴー

擾勝の報に接したティポーはプーシュ リ宛に杏簡を

締結．シペリウスの協奏!Iiiを始めとするまとま った

批のスタジオ・レコーディングが追されることになっ

た。かくしてヌヴーのキャリアは戦後の新しいlit界

のぶ紺 1片l けと共に大きく ~~I片1 こうとしていたが、 •19 年、

4 度 ti のアメリカ演奏旅行に I ••!けて IO月20Elにパリ

で「お別れコンサート」をmlいた後、パリ音楽院でイー
ヴ ・ナ ットに学んでIITJl"j下の逸材として知られ42年

以降は妹のJ.'i屈伴奏者となって彼女を芸術の深化を

発し、 「ヌヴーが何よりプーシュリの弟子、 UIIちフラ 支えた兄のジャン-ドールと共に機上の人となった JO

ンコ＝ペルギー楽派に述なるフランスのヴァイオリ 月28日、そのエール ・フランス＂コンソレーション

ニストであって他の何者でもないはずだ」と、今と ＂機がポル トガル領アゾレス語島サン ・ミゲル島の山

なっては時代を感じさせる素朴な愛国心をさらけ出 Ill/. に咲落。兄と共に 30歳でその生誰を終えた。

した熱弁をも って，梧ったが、皮肉にもヌヴーの才能

に逸早くダ紅Eしたのはやはりドイツであった。ハン

プルクでプラームスのコンチェルトを演奏したのを Hmzs Rosbnud (1895-1962) 

始め、ミュンヘン、そしてペルリンでも大きな成功 1895年 7月22El、オーストリアのグラーツに骰ま

を収める。36年にはソヴィエト、北米へも演奏旅行 れたロスパウトは、ピアニストで音楽教師でもあっ

に招かれてその国際的な名戸は一•陪窃まり. 30年代 た母親から最初の手鮒きを受けて 5歳からピアノを

後半のペルリン・フィルハーモニー行弦楽団の定期 始めとする様々な楽器に親しみ、長じてはドクトル・

演奏会にヌヴーは繰り返しソリストとして登場。そ ホーホ音学院 （現フランクフルト音楽及ぴ舞台芸術大

のレコーデイング ・アーティストとしての活動もべ 学）に進んでピアノや作ill!を学ぷ。音楽院での対f立法

ルリンで始ま った。第二次大戦が始まるとパリに留 の講義では若きヒンデミッ トと机を並べた。21年に

まり演奏活動を縮小せざるを得なくなるが、それで は公営化されたばかりのマインツ市立音楽学校の校

も41年にはポール ・バレーの指揮でペートーヴェ 長に就任。そして同地の市立交押楽団の楽長の地位

ンのコンチェルトを演奏、 43年には自らプーランク を兼ねてそのキャリアの第一歩を記す。マインツで

に委嘱したヴァイオリン・ソナタを作曲家のビアノ は早くもヒンデミ ット、 シェーンペルク、ス トラヴィ

で初i演したりしている。戦後はロイヤル・アルパー ンスキーらの作品を演奏してセンセーションを巷き

卜・ホールでのロンドン・デビュー公演を皮切りに 起こした。28年にはフランクフルト放送の音楽監抒

イギリスヘも繰り返しivi奏旅行に訪れ、ヌヴーに注 となり 37年まで在任。放送交特楽団を指揮しての演

目したウォルター ・レッグは早辿彼女と専属契約を 奏活動だけでなく、ワーグナーの「指閃」などの作
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品を解説付きで放送するといった新しい趣向の音楽 ペルと、プルゴーニュワインを扱う羽：名なワイン商

番組の企画や巡営にも広く 関わった。このフランク で戦前は音楽評論家としても活動し、対独レジスタ

フル ト時代には、引き紐さヒンデミッ トやストラヴィ ンス巡動への支援を通じて戦後はフランス軍政当局

ンスキーの作品を梢極的に紹介しただけでなく、新 文化部l"lの打任者となって新しい放送局の創設に関

ウィーン楽派の作品の演奏を通じてその而々、特に わっていたビエール ・ボネル （後にオペラi,ill¥家とし

ウェーペルンとの殺交を深めた。 しかし、 33年1月 て名を成すジャン＝ピエールの父）によって南西ドイツ

にパルトークのピアノ協奏1111第2番を作1111家をソ＇ ） 放送交押楽団の首席指揮者の地位に迎え入れられる

ス トに迎えて初演した直後にナチが政権を就梱する ことになった。ロスパウ トは62年に亡くなるまでこ

に至ると、フランクフル トでのロスパウ トの活動は の地位に在って、戦後の前衛音楽の最も強力な擁渡

一気にその自1.I」を奪われていく ことになる。37年に 者としてプー レーズやシュ トックハウゼンの初期の

は、少しでも自山な演奏活動の余地を求めてミュン 作品を初めとする数多の同時代音楽を紹介しただけ

スターの GMDへ、さらに大戦巾は占領地のス トラ でなく、モーツァル ト、 ペー トーヴェンからプルッ

スプールヘとi如1:1を余餞なくされる。終戦後は、先 クナー、マーラー、さらに R.シュ トラウス、メシア

ずミュンヘン・フィルハーモニー管弦楽団の再建を ンといった広汎な レパート リーにおいても、楽曲の

担う。そして終に 48年には、音楽部長シュ トロー 'i't格を独自の視点で明瞭にした説得力ある解釈を聴

かせた。また、 50年以降はチューリヒ・ トーンハ レ

管弦楽団との関係が深まり、 57年にはその音楽監抒

にも就任して同地のオペラでも活動。そして 57年に

はチューリ ヒでシェーンペルクの歌劇「モーゼとア

ロン」を初めての舞台上演にまでこぎ牙tける。戦後

のロスパウ トの活動は南北アメ リカ大陸の主淡都市

から トルコ、南アフ リカにまで及んだ。1962年 12月

29 El、スイス、ルガーノで逝去。
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1946年2月1日。南西 ドイツ放送交響楽団は、 ド

イツ敗戦後にフランス軍占領地域とされたパーデン

州の古来より温泉保妥地として名邸いパーデン＝パー

デンで設立された。初代の首席指揮者は、戯1111「野
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者ナータン」で知られる啓'i/i!UIドイツの代表的．思想 ロスパウトをi"fl,'{;指揮者に迎えて一倍の発殷を遂げ

家レッシングと 1司姓同名のゴッ トホル ト・ エフライ ることになる。その年創設されたばかりのエクサン ・

ム ・レッシン グ。南西ドイツ放送交神楽団は、戦 プロヴァンス音楽祭にはモーツァル トの 「コシ ・ファ

前、かのヘルマン・シェルヘンが削刊 した新音楽の ン・トウッテ」上演にロスパウ トに率いられて参カII,

ための雑誌 「メロス」の編集長を務め、戦後は同放 またシュ トローペルが再OOに尽力した ドナウエ ッシ

送の音楽部長となったハインリ ッヒ・シュ トローペ ンゲン音楽祭ではその再出発の年となった50年以

ルのリーダーシ ップの下で同時代音楽の擁護者とい 降、中心的役割を果たす。62年にロスパウ トが亡く

うはっき りとしたキャラクターを持つ楽団としてI.IJ なると、その首席指揮者の地位はエルネス I・.プール、

発することになったが、それにはパーデン＝パーデン カジミェシュ ・コル ト、そしてミヒャエル ・ギー レ

という街の歴史的な性格が','r・J;tとしてあった。ロー ンから、シルヴァン ・カンプルランヘと、 一11して

マ時代からその温呆を知られていたパーデン＝パーデ 同時代音楽を得意とするそれぞれの時代の代表的音

ンは、 J9・1せ紀に入って改めて/;/j級温泉保養地として 楽家によ って占められてきた。南西 ドイツ放送交押

整備され、折からの鉄・近インフラの粒備が相ま って 楽団のlf/i史は、そのシェフの人選に端的に尿徴され

多くの旅行者を集め、＂シュパルッパル トの真珠＂と ているように、 ドイツとその西に位1i'lするフランス

いう令名をもってヨーロッパ全土にその名を知られ 及ぴ東のポーランドという、それぞれに戦後の現代

る存在となっていったが、その過程で長期滞在する 音楽を牽引する煎要な作1111家を樅出し統けた二つの

上附市民階級の人々の文化的OO味I閲心に応えるべく 隣国を視野に入れて汎ヨーロ ッパ的なコンセプ トに

音楽的にも重要な中心地となっていく。19世紀中頃 虹かれて来たといえようが、 20JJ年に首席指1111者に

にはペルリオーズも同地でIJHかれるようになってい 就任し、この特異な伝統にさらに新たな lページを

た音楽祭に来演し自作を指揮。この音楽祭は80年代 加えようとしていたフランソワ＝グザヴィエ・ロトの

には一肘盛んになり 内外の作品の初演が粒いてパー 在任期間の終わりをもって、残念ながら、シュトゥ ッ

デン＝パーデンは最先端の音楽が紹介される地となっ トガル ト放送交騨楽団との統合という形でその終賂

た。20世紀に入ってもその隆盛は引き継がれてヴァ を迎えようとしている。

ィル、ヒンデミッ ト、ミヨーらの新作が次々 と紹介

されていった。このようなこの地特有の文化的秤娯

の下でクアハウスのオーケス トラを引き継いで発足 Roger Deson11i如re(1898-1963) 

した南西 ドイツ放送交唱渫団は、ワイマール期の音 1898年、フランス中部のヴィシーに産まれたデゾ

楽文化を象徴する人物であった亡命者オ ットー ・ク ルミエールは、パリ音楽院に進みフィリ ップ ・ゴー

レンペラーを戦後逸早くその指揮台に招いたし、 48 ペールにフルートを、さらにケクランとダンデイに

年にはシュ トローペル意中の人物であったハンス ・ 作1111を師事。秤楽院卒業後、先ずパ リのオーケスト
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ラにフルート奏者として入団。21年頃にはアンゲル

プレシュ トが創設したコンセール ・プレイエルで指

揮者デビュー。他方でサティにも私淑した彼は、 23

年にソーゲたちと共に 「アルクイユ楽派」の旗楊げ

にも参加している。24年には、＂黄金の 20年代’＇と

謳われた当時のパリにおける大立物でアヴァンギャ

ルドな芸術活動のパトロンだったエティエンヌ ・ド・

ポーモン伯爵の主iliiしたソワレ ・ド・パリのパレエ

公演において、ミヨーの 「サラダ」、サティの 「メル

キュール」の初油の指拙を任される。また同じ公演

で共に舞台にかけられたマシーン振り付けの 「美し

きダニューヴ」のためにJ.シュトラウスの音楽を編

1111し、コクトー台本の 「ロメオとジュリエ ット」の

ためには付随音楽の作1111をも担当した。続いて 24年

12 

から 25年にかけては、パリでデイアギレフのロシア・

パレエ団と人気を競いながらも短命に終わったス

ウェーデン ・パレエf-JIの指揮者を務め、スウ ェーデ

ン・バレエ団が解散すると今1J!'はロシア ・パレエ団

に招かれてディアギレフの死によるパレエ団の解骰

までその地位に留ま った。そしてそのr::iにはストラ

ヴィンスキーの 「ミューズの神を率いるアポロ」、プ

ロコフ ィエフの 「放拗息子」などの公演で初浙のタ

クトを委ねられている。ロシア・パレエ団を離れた

後、デゾルミエールは古楽協会を設立、主宰し、クー

プラン、ラモーを始めとする 17、18世紀のフランス・

パロ ック音楽、さらにルネサンス音楽の楽滸や文献

を広く収集し校訂出版するだけでなく、自らこれら

を191敏にして説得力ある祇奏で1徳衆の耳に屈けるこ

とにより、フランスにおける古楽復典においてもそ

の啓梨と将及に先駆となる業紹を追した。テ＇ゾルミ

エールの音楽は、パリのアヴァンギャルドの芸術述

動に深く関わった彼の経歴から梵！（象しうるような激

しい性格のものとは一線を圃し、理知的なり］晰さに

基礎をii'/きつつも、井ろl旨］時代のウィーンの巨頭ク

レメンス・クラウスと一脈通じるような籾妙なリズ

ムの扱いと絨細なアーティキュレーション、カIIえて

デイナーミクの力感に頼ることの無く音楽を造形す

るn族的な雅致とに特徴を有していた。また、デゾ
ルミェールは映画音楽の分野でも活躍。34年、第 l

回のフランス ・シネマ大伐グランプリに輝いたジュ

リアン ・デュヴイヴィエ監1がの名作 「白い処女地」

の音楽の作1111に関わり、 46年のカンヌでパルムドー

ルを獲得したジャン ・ドラノワ監督の 「1111;:ii交押楽」

ではオーリックが作1111したサントラのためにタクト

を採っている。37年にはパリ ・オペラ＝コミーク座の

常任指揮者、大戦中は占領下のパリで音楽家の連幣

による文化的なレジスタンス活動を展開し、 4,1年か

ら46年にかけてパリ ・オペラ座の准監将をも務めた。

そして 47年にはフランス国立放送管弦楽団の首席指

揮者という彼に相応しい地位にも就くが、 52年、ロー

マで自らハンドルを握って車を巡転中にII酋梗塞の発

作に殺われ、命を格とすことは免れたものの失話症

の後遺節害によ って楽柑からの引退を余骰なくされ

るという悲劇でそのキャリアは断たれた。1963年JO

月25日、パリにて長逝。

ラニンー国立放送箸弦楽団

Orcl,estre 11at1011al de la radiodi./fitsio11 Jra11raise 

フランス国立放送管弦楽団は、フランス国営放送

の専属オーケストラとしてドピュ ッシー解釈の権威

として知られたデジレ＝エミール・アンゲルプレシュ

トを首席指揮者に載いて 1934年に設立された。当時、

放送の持つ社会(Iり機能が急速に認知、拡大される時

代状況の中で、放送局専屈のオーケス トラとしては、

1930年の BBC交評楽団設立に次ぐものであった。ま

た、国営放送専属という性格上、フランス国立放送

岱弦楽団は、音楽院の教授達を背恨とするパリ音楽

院管弦楽団や、名物指揮者の名の下で共同事業組合

的に活動していた各演奏会協会のオーケストラのよ

うな楽団員の自主性の強いアンサンプルとは基盤を

異にし、フランスのアンサンプルらしい明晰な押き

をもちつつも、当初から7,':iい機能性を誇る近代,,りな

アンサンプルとして出発した。そのことは、デュク

レテ ・トムソン ・レーペルにシャンゼリゼ劇楊管弦

楽団という名で吹き込んだアンゲルプレシュトとの

ドピュッシー、ラヴェルの作品を始めとする多くの

レコードで当時から広く知られるところでもあった。

その後大戦中の活動中断を経て、ラヴェルの翡弟マ

ニュエル ・ロザンタールを得て再始動。放送交響楽

団一般の役割として特に自国の同時代作昴の演奏を

使命の一つとしており、それを可能にするべく、ロ

ザンタールの後も、ロジェ ・デゾルミエール、モー

リス・ルルーを経てジャン ・マルティノンに至るま

で、それぞれの時代に応じ、自身が作1111家、あるい

は同時代の作1111家との共同作業に熱意があるといっ

た形でその使命に相応いと目されるフランス人の常

任指揮者が人選されてきた。また、その邸い演奏能

力を反映して、シューリヒトを始め、ビエール ・モ

ントゥー、 プルーノ・ワルター、ヨーゼフ・クリ ッ

プス、カール ・ペームといった内外の名指揮者も多

く客演してシーズンを彩った。しかし、 1974年にチェ

リピダッケを首席客演指揮者として迎え、彼との短

い蜜月の後も 76年にマゼールに始めやはり首席客演

指揮者として、後には音楽監将として90年までの長

期間シェフとして指Vii台を委ねる中でフランス国立

放送管弦楽団は徐々にフランスを代表するインター

ナショナルなアンサンプルとしての色彩を強めて

行った。この間、1975年にはラジオ ・フランスの組

織改革に伴って、フランス国立管弦楽団へとその名

称も変更。近年はシャルル ・デュ トワ、クルト ・マ

ズアの音楽監督時代を経て、 2016年からコンセルト

ヘボウ管弦楽団首席指揮者に就任する実力者ダニエ

レ・ガッティと、 2008年以来充実した活動を繰り広

げて現在に至っている。
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I. Private archive of Mrs.Bar『er,sisrerof 
Ginette Neveu 

2. With Hermann Abendroth 

3. With Jean-Paul Neveu and Marcel Cerdan, 

at Orly Airport 28th, I 0, I 949 

4. Private archive of Mrs.Barret, sister of 

Ginette Neveu 

5. With Charles Munch 

6. Private archive of Mrs.Barret, sister of 

Ginette Neveu 6
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交押1111の作1111によって培われた独自の音楽訴法に基

楽曲について づく楽1111構成と一体となっているところが、この作

品の大きな特徴があるとともに、この作品をロマン

●プラームス：ヴァイオリン協奏曲二長調op.77 主義を代表するヴァ イオリン協奏1111としている大き

1878年、 45歳のときに作1111されたプラームス唯ー な製因となっている。また、この協奏1111が、潤性的

のヴァイオ リン協奏1111である。長年の辛苦の末によ にli1Jじ交押1111第2番（ともに二長潤）が作1111されたの

うやく交開Ill第1番を完成させた 1876年以降、プラー と同じ、ユーゴスラヴィア国税に近いアルスタ ー湖

ムスは、 ともすれば内 Ii•/ 的になりすぎ、 自らの音楽 畔のペルチャッハで作1111されたという棗校(1りな要囚

的感梢や息想を効呆的に形にする手前で立ち止まっ も1111想に影押しているだろう。

てしまいがちな性Ii•/ から 一気に脱却し、 1 880 年 ま で この1111の成立には、当代きっての名ヴァイ オリ ニス

壮年期の利1作のピークを迎える。それはおもに、プ トであったヨーゼフ ・ヨアヒム (1831-1907)との

ラームスが自らの音楽的感情や思想を十全に表現す 交流が深くかかわっていることはよく 知られた事実

るための脊楽構成上の柄法を獲得したこと によると である。しかし、 たしかに、プラームスは、 作1111の

ころが大きい。すなわち、短い動機からなるいくつ 過程のなかでヨアヒムに助言を求めて手紙をいくつ

もの展開をメロディ風にmいたり 、複数の旋律の断 も杏き送っているが、それは具体的な助言を求める

片(Iりな要索をちりばめながら、それらに内在する主 よりも、確認作業であったり、自身の作1111過程を報

要動機によって統一を図るといっ

た手法である。

このヴァイオ リン協奏1111も、そ

うした壮年期の特徴をよく示 して

おり．とくに第 l楽平の主題構成

などには、第1交押1111やこの1111の

前年に作1111された第2交閉11111で試

みられた手法が、さらに巧みでこ

なれたかたちで用いられ、より自

在でのぴのぴした展1mを見せてい

る。もちろん、ヴァイオ リンとい

う旋律楽器による古典的な形式の

協奏1111であることも彩押 している

だろうが、そうした(111ぴやかさが

16 

ヨーゼフ・ヨアヒム

告したりすることのほうが多かった。こうしたと こ ソナタ形式。

ろにも時に意気il'ii:tしながらも自身の信念には頑な 竹：弦楽の序奏を持った古典(Iりなスタイルだが、主

なプラ ームスの性格の一而が垣Ill!見える。翌年の 1 題構成に大きな特徴を持つ。第1提示部とも甘える

月に、ヨアヒムを独奏者に迎えて初演されたときも、 序奏部日頭に提示される第 1主題のあとに、いかに

技巧的に難しいことで有名な第 1楽1知のJO度音程の もプラームスらしいいくつもの断片的な主題(Iり要素

煎音奏法の述続部分をはじめ、ヨアヒムは具体的に が示されるが、そこでは第2主題は現れず、第2主

改変のアドヴァイスをしているのだが、プラームス 題は主部に入ってから独奏ヴァイオリンによって初

はほとんどそれに従わなかった。とはいえ、有益な めて提示される。

助言を惜しまなかったヨアヒムには感謝の気持ちも 第2楽章：アダージョ ヘ長閥 2/4 三部形式。

大きかったようで、プラームスはこの作昴を、 ヨア プラームスは、当初これとは別のアダージョ楽

ヒムにささげている。 邸とスケルツォの2つの1-l'IIIJ楽邸を準備していたが、

第 1楽章 ：アレグロ ・ノン ・トロッポ ニ •長閥 3/4 あとになってこのアダージョ楽疫に差し替えられた。

ヴァイオリン協奏曲第 1楽章、ヴァイオリン独奏の提示部

プラームス自身「弱々しいア

ダージョ」といった、内省(Iり

なアダージョ楽京である。

第3楽章：アレグロ・ジョコー

ソ・マ ・ノン ・トロッポ・ヴィ

ヴァーチェ ニ長調 2/4

ロン ド・ ソナタ形式。

作曲時には 「アレグロ ・

ジョコーソ」という指定だけ

だったが、ヨアヒムの「ジョ

コーソ（似気に、おどけて）

では難しいJという指摘を受
けて、「ノン ・トロッポ ・ヴィ

ヴァーチェ （快活すぎず）」

を加えた。ジョコーソという

にふさわしい、ジプシー風の

ロンド主題が特徴的である。
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●ベートーヴェン：ヴァイオリン協奏曲二長調op.61 弦楽伴奏の域を出ることはなかった。 しかし、ペー

プラームスのヴァイオリン協奏JIilの成立過程に、 トーヴ ェ ンの協奏 1 11 1 は大きく,~なっている。ヴァオ

ヴァイオ リニストのヨアヒムがl!!J与していたことは リンが111.なる旋flt楽器のヴィルトウオ ジティを発揮

前項で触れたが、そのヨアヒムはペートーヴェンの するものとしてではなく楽1111の構辿や構成に深く関

ヴァイオリン協奏1111にも深いかかわりがある。もち 与しているのである。プラームスのヴァイオリン協

ろん、 J83J年に生まれたヨアヒムがベート ーヴェ 奏1111がペートーヴェンから受け粧いだのもまさにこ

ンの協奏1111の成立に直接かかわっているはずはない。 の点だった。

ペートーヴェンのヴァイオリン協奏1111が作1111された 第 1楽章： アレグロ ・マ ・ノン ・トロッポ ニ長濶

のば交罰Iii第4番と同じ年の 1806年である。 4/4 ソナタ形式。

今でこそメンデルスゾーン、プラームスの協奏1111 ティンパニのpによる 5つの四分背符に続いて木

ともに古典・ロマン派を代表するヴァイオ リン協奏 管が伸ぴやかな第 1主題を提示する。この5つの音

1111の節頭にあげられるこの作品だが、初演時には 型はいたるところに変形して登場し、この楽疫の重

聴衆から喝采をも って受け入れられた記録はあるが、 要な要素にもなっている。初演で批判された 「品の

それはほぽ初見で演奏したアン・ デア・ウィーン劇 ない反復」というのは、おそらくこのこと。

楊のコンサートマスター、フランツ・クレメントに 第2楽章： ラルゲット ト長脳 4/4

対するもので、ウィーンの新聞は作品については「脈 弱音器をつけた弦楽合奏で穏やかで安玲iに満ちた

絡がなく支離滅裂」 「関連もなく梢み上げられる楽想 幸福な析りにも似た主題が提示される。節3変奏ま

の数々」など、散々の肯われようで、初iv,以降あま では独奏ヴァイオリンは主題を奏でることなくオプ

り演奏される機会がなかった。そこに光あてたのが リガートで主題を彩る。

ヨアヒムで、彼は半ば歴史の流れにmき去りにされ 第3楽章：ロ ンド、ア レグロ ニ長~6/8 三部形式。

かけていたこの作品を邸く評価して生涯にわたって 第2楽1;をとは対照的に、ソ ロ・ ヴァイオリンによ

演奏し萩けた。メンデルスゾーンの 〈マタイ受難1111〉 る快活で；；ljiむようなロンド主題が提示される。副次

復活上iv(とまではいかないまでも、ヨアヒムのおか 主題もソロ ・ヴァオオリンが提示するなど、概して

げでこの作品の真価が広 く世に知られることになっ ソロ ・ヴァイオ リンのlli'lれやかなヴィル トォジティ

たことは確かだ。 主祁の楽索。なお、ペー トーヴェン自身は第2楽京

単旋律楽器であるヴァイオ リンのための協奏1111は、 の簡索なカデンツ アは作1111しているが、第 1楽店の

バロ ック時代に隆盛したものの、古典派以降はあま カデンツアは作1111していない。

り作1111されていない。モーツァル トでも 51111、多作 （江森一夫）

家のハイ ドンでも 41111である。しかも、彼らの場合は、

ヴァイオリンとオーケストラの関係は旋律楽器 VSfi' 
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